













Elementary school of the city 









Nowadays elementary schools exist in town as facilities. However I think places of 
studying for children should not be shut into facilities. Elementary school, want to 
positioned in the activities of the city. 
Therefore I want to connect elementary schools with Citizen center and commerce at 
this plan. 




























































































  図３．施設構成 
 
（２） 空間構成 
本計画では、壁面の【ずらし】＋高さの調節による空間
領域の重なりにより、お互いの関係を保ちながら一体感
を生む。異なる用途の領域へも風景を広げ、多様な活動
が見えてくる場を作りだす。 
 
 
図４.壁面の操作 
 
a)操作① 
一つの大きな空間を分節し、場所を作っていく。 
壁（たれ壁）が示す見えない領域が、人に、場所のヒン
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トを与える。ずれをもったたれ壁によって領域を４つに
分けた空間は、斜め方向にのびる２つの場と、尐し閉じ
た２つの場の集積となる。 
また、外壁（床）が持つ領域と、たれ壁をずらすことで
４つの空間に違いを持たせる。この操作は、主に小学校
の教室で用いられ、教室が、箱としてあるのではなくて、
さまざまな場の集積でできるようになる。 
 
 
図５．空間モデル１ 
 
b)操作② 
一つの大きな空間の中に、壁によって人の流れとたまり
をうみだし、それによって場所の領域を重ねていく。 
２つの壁の分離によって場所が生まれ、壁の高さ、開口
の大きさによって、領域のつながりの強さが変化する。 
この操作は、主に区民センターで用いられ、大きな場所
を緩く分節し、多様な利用方法に順応できるよう考える。 
 
図 6．空間モデル２ 
 
 
 
 
 
（３） シーン 
 
図 7.断面パース 
 
図 7．で示したよう、中庭に対してさまざまな活動があ
ふれだしてくる。 
 
 
 
図 8.区民センターより小学校を見る 
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